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地域と共に知恵と勇気を育む

長野県蓼科高等学校 〒384－2305 長野県北佐久郡立科町大字芦田３６５２

３学期が始まりました。
令和６年1月９日（火）、年末年始休業が明けて、３学期が始まりました。始業式における校長先生の

講話を掲載します。

地域で学ぶ、地域から学ぶ

教室棟も明るくなりました。

11月15日（水）、2年生地域コースの生徒さんたちが、立科町内のブドウ園で「巻きひげ取り」の体験をしま
した。続いて12月１日（金）には「まちづくりフォーラム」のオンライン会議が本校を会場に行われ、3年生が地
域の皆さんと一緒に参加ました。ご協力いただいたみなさん、ありがとうございました。

３学期の始まりに際し、少しだけ話をします。
３学期はとても短い学期です。今日と卒業式を入れて、３年生はわずか２０回、１・２年生は３９回の登校で今年度も終り
です。特に、３年生にとっては高校教育の最終学期で、これで学校というものに通うのは最後という人もいます。
３年生は、間近に迎える卒業後の新生活について準備を始め、思い残すことなく充実した蓼高生活を送ってください 。
２年生は、２年間の学習活動や生徒会活動、部活動をもとに
最高学年に向けて飛躍をする時期、将来を見据えて就職・進学への
準備を進めてください 。
１年生は、入学してからの高校生活を振り返り、良かったことを
更に伸ばし磨きをかけ、２年生に向けて芽を吹かせる期間としてくだ
さい。
１３日間の冬休みが終わり、皆さんと先生方が元気な姿で３学期
を迎えられることを大変うれしく思います。令和６年が皆さんにとって
平穏無事で幸せな年になり、３学期が充実した学期になることを期
待します。
君たちを待つ明るい未来に向け、共に歩み続けましょう。
終わります

教室棟もきれいになりました。

みなさん、おはようございます。そして、新年おめでとうございます。
ただ、今年の正月は、新年早々の大震災、そして、羽田空港での航空機事故により、日本全国が重苦しく辛い思いで
正月三ヶ日を過ごしました。
令和６年能登半島地震は、石川県能登地方を震源とするマグニチュード７．６、 最大震度７を観測した大規模地震
です。ニュースの映像でも流されていましたが、日本海側の広範囲で津波被害も発生しました。石川県北部の能登地
方の高校では校舎が傾いたり、生徒の家が倒壊や火事により全焼するなど悲しい状況が日々、新聞報道等で確認さ
れています。
現在、死者１６８人、安否不明者３２３人という悲惨な状況下で、多くの人々が被災地に向かい、様々な支援活動をして
いますが、私たちには今、心を込めて祈り、願うことしか出来ません。この震災と航空機事故により、犠牲になられたすべ
ての方々に対して哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りするため、黙とうを捧げるとともに、被災地の復興への祈りを捧げた
いと思います。協力をお願いします。これより１分間の黙とうを捧げます。
（黙とう）
黙とうを終わります。着席してください。ありがとうございました。
この震災をどう受け止め、どう行動するのか。一人ひとりが試されています。



１月
９日（火） 始業式、実力テスト（3年生は授業）
11日（木） 学校説明会（在校生は通常授業）
13日（土）、14日（日） 大学入学共通テスト 実施日
19日（金） 第3回英語検定
25日（木）～29日（月）3年生期末考査（１，２年生は授業）
30日（火） 3年生特別編成授業
31日（水） 3年生特編授業、１，２年生午前授業（月①②③）

〈１月・2月の主な予定〉
２月
１日（木） 長野県公立高校 前期選抜
５日（月） 午前授業（月④⑤⑥）
８日（木） 3年生登校日
15日（木） 3年生登校日
19日（月） 振替休日（3月2日卒業式分）
27日（火）～29日（木） １・２年生3学期期末考査

地元事業所による説明会

立科町内の事業所見学

入試情報を掲載中

11月2日（木）、１・２年生を対象に地元の事業所様による説明会が開催さ
れました。
ご来校いただいた事業所様は、
・株式会社池の平ホテル＆リゾーツ
・イツシン工業株式会社
・株式会社小宮山土木
・立科金属株式会社
・三矢工業株式会社
・社会福祉法人ハートフルケアたてしな
・シチズン時計マニュファクチャリング株式会社ミヨタ佐久工場
・社会医療法人恵仁会
・株式会社伊藤商会
・サクマ製菓株式会社浅間工場
・IPDロジスティクス株式会社
・ホクト株式会社小諸きのこセンター （順不同）

11月９日（木）には、1年生が地元、立科町内の事業所の見学に行きました。
うかがった先は
・立科金属株式会社
・有限会社ヤマウラ
・カルエンタープライズ株式会社
・株式会社ナガオカ製作所
・有限会社フラワーショップ花季 （順不同）
の5つの事業所様です。
体験を含めてご説明頂き、1年生は机上では
学ぶことができない働く喜びや難しさを知ること
ができました。ありがとうございました。

令和５年度 卒業生の話を聞く会
1２月１日（金）、本校の卒業生が１，2年生を対象に話に来てくれました。来てくれた先輩たちの進学先・就職先は、
・長野大学社会福祉学部、 ・佐久大学 看護学部
・佐久大学信州短期大学部 福祉学科、 ・東京アニメーター学院専門学校
・（株）エイティ（機械組立、電気配線）、 ・（株）竹花組（土木施工管理職）
・（株）小諸村田製作所（製造オペレーター）、 ・（株）エフビー介護サービス（介護職）
の８つです。
先輩たちは「入る前と入った後のギャップ」や「高校在学中にやっておけばよかったこと」など、後輩のことを思って
話をしてくれました。
このように進路に向けて、地域の皆さん、先輩たちが応援してくれています。
蓼高生も、世の中に通用する自分をつくるため、引き続き、がんばっていきます。

熱のこもったご説明をいただいたことで、本校の生徒も、地域にどのような事業所があり、どのような社会的な役割
を果たしているのかを学ぶことができました。


